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＜病棟連絡事項＞
特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
　・市澤　ミツヱ様～14:00東Cユニット→南Dユニット
　・立花　圭様～16:00東Bユニット→北病棟

＜患者様連絡事項＞
・佐藤　俊也様～週明け退院の可能性も踏まえ、ウルソデオキシコール酸錠同内容にて11日分処方となる。また、本人希望もあり粥→米飯、小鉢(脂肪分除く)へ変更となる。

・吉田　晶二様～点滴同内容にて3日分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前、午後１時間の開放観察実施。開放観察実施するが、脱衣したまま他室侵入など迷惑行為があり、開放観察は早めに終了している。脱衣はあるが、不潔行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・佐々木　一様～終日隔離中。不穏・興奮無く、食事以外は臥床して過ごしている。室内での自傷・危険行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・吉田　晶二様～体動時の疼痛訴え著明。易怒性はない。バイタルサイン異常なく、腹部膨満なし。声掛けに疎通取れている。点滴トラブルなく施行しており、各食2/3～全量摂取。

・飯田　修子様～水曜日に購入したジュースが2本なくなっていると易怒性あり。対応スタッフへ確認すること説明し、一時的に了解はするがすぐにスタッフを怒鳴りつけ、ごみ箱を蹴る粗暴性もあり。11：10不穏・興奮時のレボトミン(25)1T服用している。服用時は落ち着いて対応することできており、気分変動激しい。

＜安ヶ平Dr診察＞
・和田　昌様～来週より同内容にて定期薬へ変更となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：7月16日　11:06
  氏　　名：佐々木　ツヤ様
　生年月日：昭和11年3月10日　85歳
　病　　名：軽度アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主治医　：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ｃユニット

　＜経過＞
　H29年より身の周りの事が徐々にできなくなり高齢者支援センター介入し2018年10
月23日当院初診。以降はかかりつけ医での治療を継続していた。現在独居生活してお
り、長男嫁が夜間泊まり込みで支援しており状況。R3年6月頃より膝関節症の悪化に
より車椅子使用している。同時期より食事量低下、デイサービスのない日は日中ほぼ寝
たきりで過ごしている。施設も申込みしているが空きがなく、家族の対応も困難である
ことから入院治療を希望され、R3.7.16東Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報2＞
日　　時：7月16日　13:44
  氏　　名：沼山　真紀子様
　生年月日：昭和46年2月12日　50歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主治医　：金Dr
　診察医　：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　当院2回の入院歴あり(R3.3.2～R3.6.22)。
当院退院後はグル-プホーム入所となり、就労支援行っていた。グループホームでの規
則を守れないことや、まとまりのない言動目立ち、関係機関も対応に苦慮していた。本
日、三沢市の福祉事務所て手帳更新に相談しに行ったところ、住所と本籍地が違うこと
に対して声を荒げ捲し立てることがあり。警察介入し、本日急遽受診。診察の結果、入
[bookmark: _GoBack]院治療が必要な状態のためR3.7.16 13：44東病棟Aユニットへ医療保護入院とな
る。
